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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の文字または数字を不規則に配列した文字順追い表、および類似する複数の図形を
不規則に配列した図形探し表の少なくともいずれかを含む目視検査訓練表を記憶する記憶
手段と、
　前記目視検査訓練表を表示する表示手段と、
　前記表示手段の表示の開始を制御する表示制御手段と、
　訓練対象のユーザの、複数の文字または数字または図形を不規則に配列した不具合検出
力試験表を用いた不具合検出力試験の試験結果を示す成績情報を取得する成績取得手段と
、
　前記ユーザの成績情報に基づいて、前記文字順追い表の文字または数字の総数、および
前記図形探し表の図形の総数の少なくともいずれかを変更し、前記ユーザの訓練負荷を調
整する第１調整手段と、
　を備える目視検査訓練装置。
【請求項２】
　前記表示制御手段が前記目視検査訓練表の表示を開始すると、経過時間の計測を開始し
、定められた訓練時間が経過すると、前記表示制御手段に前記訓練時間の経過を通知する
計時手段をさらに備え、
　前記表示制御手段は、前記計時手段から前記訓練時間の経過を通知されると、現在表示
している前記目視検査訓練表の表示を終了する請求項１に記載の目視検査訓練装置。
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【請求項３】
　前記ユーザの成績情報に基づいて、前記訓練時間を変更し、前記ユーザの訓練負荷を調
整する第２調整手段を備える請求項２に記載の目視検査訓練装置。
【請求項４】
　前記記憶手段は、前記不具合検出力試験表と、前記不具合検出力試験表の正解の文字ま
たは数字または図形を示す正解情報とを記憶し、
　前記表示制御手段は、前記正解の文字または数字または図形を見つけるよう指示するメ
ッセージと共に、前記不具合検出力試験表を前記表示手段に表示させ、
　前記成績取得手段は、
　前記メッセージに対する前記ユーザの回答と前記ユーザを識別する情報の入力を受け付
ける入力手段、および、
　前記入力手段に入力された前記ユーザの回答と前記ユーザを識別する情報とを対応付け
て前記記憶手段に記憶させる集計手段、を備え、
　前記計時手段は、前記表示制御手段が前記不具合検出力試験表の表示を開始すると、経
過時間の計測を開始し、定められた試験時間が経過すると、前記表示制御手段に前記試験
時間の経過を通知し、
　前記表示制御手段は、前記計時手段から前記試験時間の経過を通知されると、前記不具
合検出力試験表の表示を終了し、
　前記集計手段は、前記表示制御手段が前記不具合検出力試験表の表示を終了すると、前
記記憶手段が記憶する前記ユーザの回答と前記正解情報とを照合して正解を集計し、前記
ユーザを識別する情報と前記正解の数を示す情報とを対応付けて、前記成績情報として前
記記憶手段に記憶させる請求項２または３に記載の目視検査訓練装置。
【請求項５】
　複数の文字または数字を不規則に配列した文字順追い表、および類似する複数の図形を
不規則に配列した図形探し表の少なくともいずれかを含む目視検査訓練表を記憶する記憶
手段と、
　前記目視検査訓練表を表示する表示手段と、
　前記表示手段の表示の開始を制御する表示制御手段と、
　前記表示制御手段が前記目視検査訓練表の表示を開始すると、経過時間の計測を開始し
、定められた訓練時間が経過すると、前記表示制御手段に前記訓練時間の経過を通知する
計時手段と、
　訓練対象のユーザの、複数の文字または数字または図形を不規則に配列した不具合検出
力試験表を用いた不具合検出力試験の試験結果を示す成績情報を取得する成績取得手段と
、
　前記ユーザの成績情報に基づいて、前記訓練時間を変更し、前記ユーザの訓練負荷を調
整する第２調整手段と、
　を備え、
　前記表示制御手段は、前記計時手段から前記訓練時間の経過を通知されると、現在表示
している前記目視検査訓練表の表示を終了する目視検査訓練装置。
【請求項６】
　複数の文字または数字を不規則に配列した文字順追い表、および類似する複数の図形を
不規則に配列した図形探し表の少なくともいずれかを含む目視検査訓練表を記憶する記憶
手段と、
　前記目視検査訓練表を表示する表示手段と、
　前記表示手段の表示の開始を制御する表示制御手段と、
　前記表示制御手段が前記目視検査訓練表の表示を開始すると、経過時間の計測を開始し
、定められた訓練時間が経過すると、前記表示制御手段に前記訓練時間の経過を通知する
計時手段と、
　訓練対象のユーザの、複数の文字または数字または図形を不規則に配列した不具合検出
力試験表を用いた不具合検出力試験の試験結果を示す成績情報を取得する成績取得手段と
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、
　を備え、
　前記表示制御手段は、前記計時手段から前記訓練時間の経過を通知されると、現在表示
している前記目視検査訓練表の表示を終了し、
　前記記憶手段は、前記不具合検出力試験表と、前記不具合検出力試験表の正解の文字ま
たは数字または図形を示す正解情報とを記憶し、
　前記表示制御手段は、前記正解の文字または数字または図形を見つけるよう指示するメ
ッセージと共に、前記不具合検出力試験表を前記表示手段に表示させ、
　前記成績取得手段は、
　前記メッセージに対する前記ユーザの回答と前記ユーザを識別する情報の入力を受け付
ける入力手段、および、
　前記入力手段に入力された前記ユーザの回答と前記ユーザを識別する情報とを対応付け
て前記記憶手段に記憶させる集計手段、を備え、
　前記計時手段は、前記表示制御手段が前記不具合検出力試験表の表示を開始すると、経
過時間の計測を開始し、定められた試験時間が経過すると、前記表示制御手段に前記試験
時間の経過を通知し、
　前記表示制御手段は、前記計時手段から前記試験時間の経過を通知されると、前記不具
合検出力試験表の表示を終了し、
　前記集計手段は、前記表示制御手段が前記不具合検出力試験表の表示を終了すると、前
記記憶手段が記憶する前記ユーザの回答と前記正解情報とを照合して正解を集計し、前記
ユーザを識別する情報と前記正解の数を示す情報とを対応付けて、前記成績情報として前
記記憶手段に記憶させる目視検査訓練装置。
【請求項７】
　前記表示手段に表示される前記目視検査訓練表の文字または数字または図形の大きさが
８～１２ｍｍ、文字または数字または図形の間隔が１０～１５ｍｍ、行間が１５～２５ｍ
ｍである請求項１から６までのいずれか１項に記載の目視検査訓練装置。
【請求項８】
　記憶手段、表示制御手段および表示手段を備える目視検査訓練装置が実行する作動方法
であって、
　前記記憶手段が記憶する、複数の文字または数字を不規則に配列した文字順追い表、お
よび類似する複数の図形を不規則に配列した図形探し表の少なくともいずれかを含む目視
検査訓練表を、前記表示制御手段が前記表示手段に表示させる表示開始ステップと、
　訓練対象のユーザの、複数の文字または数字または図形を不規則に配列した不具合検出
力試験表を用いた不具合検出力試験の試験結果を示す成績情報を取得する成績取得ステッ
プと、
　前記ユーザの成績情報に基づいて、前記文字順追い表の文字または数字の総数、および
前記図形探し表の図形の総数の少なくともいずれかを変更し、前記ユーザの訓練負荷を調
整する第１調整ステップと、
　を備える作動方法。
【請求項９】
　コンピュータを、
　複数の文字または数字を不規則に配列した文字順追い表、および類似する複数の図形を
不規則に配列した図形探し表の少なくともいずれかを含む目視検査訓練表を記憶する記憶
手段、
　前記目視検査訓練表を表示する表示手段、
　前記表示手段の表示の開始を制御する表示制御手段、
　訓練対象のユーザの、複数の文字または数字または図形を不規則に配列した不具合検出
力試験表を用いた不具合検出力試験の試験結果を示す成績情報を取得する成績取得手段、
および、
　前記ユーザの成績情報に基づいて、前記文字順追い表の文字または数字の総数、および
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前記図形探し表の図形の総数の少なくともいずれかを変更し、前記ユーザの訓練負荷を調
整する第１調整手段、
　として機能させるプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、目視検査の検出力を向上させるための目視検査訓練装置、作動方法およびプ
ログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子回路基板上に発生している工作不具合を発見するためには、瞬時に不具合箇所を見
抜く力が必要である。製造業においては、この工作不具合を排除し、検査工程の自動化や
製造プロセス管理によって安定的な品質を確保しつつ生産している。しかしながら最終検
査は人員による目視検査しかなく、この検査作業の安定化及び均一化が重要である。
【０００３】
　電子回路基板の目視検査は、顕微鏡や拡大鏡を用いて、視野寸法ごとに視野範囲を移動
させながら数十秒かけて見る。製造業のためゆっくり時間をかけて見ることは許されず、
決まった時間内で目視検査をし、確実に不具合箇所を発見する必要がある。工作不具合を
見逃すと流出不良となる。
【０００４】
　ＩＳＯ９０００　６．２．１　人的資源・一般では「製品要求事項への適合に影響する
仕事に従事する要員は、教育、訓練、技能及び経験を判断の根拠として力量が無ければな
らない」となっている。
【０００５】
　この工作不具合を見抜く力（以下、不具合検出力という）は、作業者によっては元々高
いレベルで保持している場合や長年の職歴によって培っていく場合があるが、加齢による
不具合検出力の低下や、経験を積んでも不具合検出力が向上しない場合は、検査品質が不
安定になる場合がある。
【０００６】
　目視検査では、検査員の視力を維持することが必要である。長期間の検査で視力が低下
するのを補うため、視力回復訓練を行うことが多い。一般的な視力回復訓練としては、ラ
ンドルト環またはかな文字などによる複数個の視標を用いた視力回復訓練がある。例えば
、特許文献１には、視力回復訓練に用いられる各表示パターンの視標の向きを、表示後に
変更して暗記による視標の正解を防止してなることから、常に正しい検眼の下にトレーニ
ングを行うことができる視力測定用視標の表示方法が開示されている。
【０００７】
　特許文献２には、画像表示器の画面上に表示した注視すべき図形群の位置、図形群の離
散状態、図形群の表示色、図形群の背景色がたえず変化し、これら図形群の注視によって
眼の３種類の筋肉を同時に、短期間で効率良く、且つ容易に訓練することができる視力訓
練装置が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開平０１－１６０５５５号公報
【特許文献２】特開平１０－０１５００４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　上記のような視力回復訓練法は眼の３つの筋肉すなわち虹彩、外眼筋、毛様体の柔軟性
回復の訓練であり、視力低下の防止や眼精疲労を回復するために行われる一時的なもので
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ある。このような方法は、電子回路基板における工作不具合を目視検出する作業者の不具
合検出力を向上させるためには効果がない。また、このような方法では、加齢による検出
力の低下を防ぐことができず、不具合検出力の低下は後工程への流出不良となる。
【００１０】
　本発明は、目視検査の不具合検出力を向上させる、または、加齢による不具合検出力の
低下を防ぐことができる目視検査訓練装置、作動方法およびプログラムを提供することを
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記目的を達成するため、本発明の第１の観点に係る目視検査訓練装置は、記憶手段、
表示手段、表示制御手段、成績取得手段および第１調整手段を備える。記憶手段は、複数
の文字または数字を不規則に配列した文字順追い表、および類似する複数の図形を不規則
に配列した図形探し表の少なくともいずれかを含む目視検査訓練表を記憶する。表示手段
は、目視検査訓練表を表示する。表示制御手段は、表示手段の表示の開始を制御する。成
績取得手段は、訓練対象のユーザの、複数の文字または数字または図形を不規則に配列し
た不具合検出力試験表を用いた不具合検出力試験の試験結果を示す成績情報を取得する。
第１調整手段は、ユーザの成績情報に基づいて、文字順追い表の文字または数字の総数、
および図形探し表の図形の総数の少なくともいずれかを変更し、ユーザの訓練負荷を調整
する。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、目視検査の不具合検出力を向上させる、または、加齢による不具合検
出力の低下を防ぐことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の実施の形態１に係る目視検査訓練装置の構成例を示すブロック図である
。
【図２】実施の形態１に係る目視検査表の一例を示す図である。
【図３】実施の形態１に係る目視検査表の一例を示す図である。
【図４】実施の形態１に係る目視検査訓練方法を説明する図である。
【図５】実施の形態１に係る目視検査訓練の動作の一例を示すフローチャートである。
【図６】本発明の実施の形態２に係る目視検査訓練装置の構成例を示すブロック図である
。
【図７】実施の形態２に係る不具合検出力試験表の一例を示す図である。
【図８】実施の形態２に係る不具合検出力試験の動作の一例を示すフローチャートである
。
【図９】本発明の実施の形態に係る目視検査訓練装置のハードウェア構成の一例を示すブ
ロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　本実施の形態における目視検査とは、視野寸法ごとに視野範囲を移動させながら見て、
検査対象の不具合を発見する検査である。また、目視検査訓練とは、検査対象上に発生し
ている不具合箇所を見抜く力である不具合検出力を向上させる訓練である。検査対象とは
、たとえば、電子回路基板である。
【００１５】
　以下に、本発明を実施するための形態について図面を参照して詳細に説明する。なお、
図中同一または相当する部分には同じ符号を付す。
【００１６】
（実施の形態１）
　図１は、本発明の実施の形態１に係る目視検査訓練装置の構成例を示すブロック図であ
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る。目視検査訓練装置１は、入力部１１、表示制御部１２、記憶部１３、計時部１４およ
び表示部１５を備える。
【００１７】
　入力部１１は、ユーザからの目視検査訓練の開始指示および終了指示の入力を受け付け
る。入力部１１は、受け付けた目視検査訓練の開始指示および終了指示を表示制御部１２
に送る。なお、目視検査訓練装置１に電源がＯＮになると自動的に目視検査訓練を開始し
、電源がＯＦＦになると自動的に目視検査訓練を終了してもよい。この場合、入力部１１
はなくてもよい。
【００１８】
　表示制御部１２は、入力部１１から開始指示を受け取ると、目視検査訓練表を記憶部１
３から読み出し、表示部１５に表示させて目視検査訓練を開始する。表示部１５は、表示
制御部１２からの指示に従って、目視検査訓練表を表示する。また、表示制御部１２は、
入力部１１から終了指示を受け取ると、目視検査訓練を終了する。
【００１９】
　記憶部１３は、目視検査訓練表を記憶する。目視検査訓練表は、ある順番が知られてい
る複数の文字を不規則に配列した文字順追い表および／または類似する複数の図形を不規
則に配列した図形探し表を含む。
【００２０】
　計時部１４は、表示制御部１２が目視検査訓練表を表示部１５に表示させると、経過時
間を計測するカウントを開始する。計時部１４は、カウンタ値が所定の訓練時間を示す値
になると表示制御部１２に所定の訓練時間の経過を通知する。なお、計時部１４は、カウ
ンタに限らず、経過時間を計測するものであればよい。
【００２１】
　表示制御部１２は、計時部１４から所定の訓練時間の経過を通知されると、表示部１５
に現在表示している目視検査訓練表の表示を終了する。このとき、表示制御部１２は、入
力部１１から終了指示を受け取っていなければ、次の目視検査訓練表を記憶部１３から読
み出し、表示部１５に表示させる。
【００２２】
　以下、目視検査訓練表について説明する。本実施の形態では、不具合検出力として、一
瞬で多くの情報をつかむ力である「瞬間視力」と、素早く眼を動かす力である「眼球運動
力」と、広い範囲を見る力である「周辺視野力」とを向上させる目視検査訓練表を用いる
。つまり、「周辺視野力」を鍛えることで、視野寸法内全体を目視できるようにし、「眼
球運動力」を鍛えることで視野寸法内の各部分にすばやく焦点を合わせられるようにし、
「瞬間視力」を鍛えることで不具合かどうかを瞬時に判断できるようにする。
【００２３】
　図２は、実施の形態１に係る目視検査表の一例を示す図である。目視検査訓練表に含ま
れる文字順追い表の例として、１～５６までの数字が不規則に並んでいる「数字追い表」
を図２に示す。ユーザは、目視検査訓練装置１の表示部１５に表示された「数字追い表」
に不規則に配列されている数字を順番にたどり、９０秒の間に１～５６までを目で追う。
このとき、表示制御部１２は、「数字追い表」と共に、数字を順番にたどるように指示す
るメッセージを表示部１５に表示させてもよい。不規則とは、ユーザが一部の配列から他
の部分の配列を推測できないことをいう。
【００２４】
　図３は、実施の形態１に係る目視検査表の一例を示す図である。目視検査訓練表に含ま
れる図形探し表の例として、２０４個の形状が類似する複数の記号が不規則に並んでいる
「記号探し表」を図３に示す。ユーザは、目視検査訓練装置１の表示部１５に表示された
「記号探し表」の不規則に配列されている記号の中から所定の記号を５０秒間に探し出し
、何個あるか数える。このとき、表示制御部１２は、「記号探し表」と共に、所定の記号
の数を数えるように指示するメッセージを表示部１５に表示させてもよい。
【００２５】
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　図４は、実施の形態１に係る目視検査訓練方法を説明する図である。図４（ａ）は、「
数字追い表」における目視検査訓練時の模範的なユーザの視線の移動を○と矢印で表した
図である。まず、ユーザは、「１」を見つけ、「１」から順に「２」、「３」、「４」、
「５」、「６」・・・と順に「５６」までを、９０秒内に目で追う。
【００２６】
　文字順追い表を用いて目視検査訓練を行うことで、「眼球運動力」および「周辺視野力
」を鍛えることができる。なお、文字順追い表に用いる文字は、図４（ａ）に示すような
数字に限らず、五十音順やアルファベットなど、知られている順番のある文字であればよ
い。
【００２７】
　文字順追い表の訓練効果の高い文字の大きさ、文字の間隔および行間は、文字の大きさ
が８～１２ｍｍ、文字の間隔が１０～１５ｍｍ、行間が１５～２５ｍｍであった。文字の
総数はユーザの不具合検出力のレベルによって変えるとよい。例えば、文字の総数を３６
個、４９個、５６個の３段階に分けて実施する。実際の電子回路基板上に発生している工
作不具合を発見するためには、１視野当たり２．０～１．０秒程度で検出する必要がある
ので、図４の例では、１文字当たり約１．６秒となる文字総数としている。このように、
文字順追い表は、文字総数を増減することで訓練負荷を調整することができるので、ユー
ザの不具合検出力のレベルや、製品の不具合の発生率や不具合の種類に合わせた文字順追
い表を用意する。
【００２８】
　図４（ｂ）は、「記号探し表」における目視検査訓練時の模範的なユーザの視線の移動
を○と矢印で表した図である。まず、ユーザは、一番目の行の真ん中の記号を基準点とし
、右方向に所定の記号を探す。図４（ｂ）では、所定の記号は「⊃」とする。「⊃」があ
れば、その数を数える。右端の記号まで行くと、基準点に戻り、左方向に「⊃」を探す。
「⊃」があれば、その数を数える。これを上から順に繰り返し、「⊃」の数を数える。図
４（ｂ）の例では、「⊃」は破線の○で囲んだ１つである。なお、基準点から所定の記号
を探し始めるのは左方向からでもよい。
【００２９】
　図形探し表を用いて目視検査訓練を行うことで、「瞬間視力」および「周辺視野力」を
鍛えることができる。図４（ｂ）に示す「⊃」を見つける図形探し表では、似たような図
形である「∈」「∋」「⊆」「⊇」「⊂」「∪」「∩」を並べて配列している。なお、図
形探し表に用いる図形は、図４（ｂ）に示すような記号に限らず、類似する図形であれば
よい。類似する図形とは、外形の輪郭が同じであったり、色、大きさまたは線図形の開閉
が一致する場合など、ユーザが瞬間視では同一であると判断する可能性、または区別でき
ない可能性がある図形である。
【００３０】
　図形探し表の訓練効果の高い図形の大きさ、図形の間隔および行間は、図形の大きさが
８～１２ｍｍ、図形の間隔が１０～１５ｍｍ、行間が１５～２５ｍｍであった。図形の総
数は訓練者の不具合検出力のレベルによって変えるとよい。例えば、図形の総数を４８個
、１５０個、２０４個の３段階に分けて実施する。このように、図形探し表は、図形総数
を増減することで訓練負荷を調整することができるので、ユーザの不具合検出力のレベル
や、製品の不具合の発生率や不具合の種類に合わせた図形探し表を用意する。
【００３１】
　図５は、実施の形態１に係る目視検査訓練の動作の一例を示すフローチャートである。
目視検査訓練処理は、目視検査訓練装置１の電源がＯＮになると開始する。
【００３２】
　入力部１１は、ユーザによる目視検査訓練開始指示の入力を受け付けると（ステップＳ
１１；ＹＥＳ）、目視検査訓練の開始指示を表示制御部１２に送る。入力部１１がユーザ
による目視検査訓練開始指示の入力を受け付けていない場合（ステップＳ１１；ＮＯ）、
ステップＳ１１を繰り返す。
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【００３３】
　表示制御部１２は、入力部１１から開始指示を受け取ると、目視検査訓練表を記憶部１
３から読み出し（ステップＳ１２）、表示部１５への表示を開始する（ステップＳ１３）
。
【００３４】
　計時部１４は、経過時間を計測するカウントを開始し、カウンタ値がＸになると（ステ
ップＳ１４；ＹＥＳ）、表示制御部１２に訓練時間Ｘが経過したことを通知する。計時部
１４は、カウンタ値がＸになっていない場合（ステップＳ１４；ＮＯ）、ステップＳ１４
を繰り返す。訓練時間Ｘは、ユーザの不具合検出力のレベルや、製品の不具合の発生率や
不具合の種類に合わせて決定するとよい。
【００３５】
　表示制御部１２は、計時部１４から訓練時間Ｘが経過したことを通知されると、現在表
示している目視検査訓練表の表示部１５への表示を終了する（ステップＳ１５）。
【００３６】
　入力部１１は、ユーザによる目視検査訓練終了指示の入力を受け付けると（ステップＳ
１６；ＹＥＳ）、目視検査訓練の終了指示を表示制御部１２に送る。入力部１１がユーザ
による目視検査訓練終了指示の入力を受け付けていない場合（ステップＳ１６；ＮＯ）、
ステップＳ１２に戻り、ステップＳ１２～ステップＳ１６を繰り返す。
【００３７】
　表示制御部１２は、入力部１１から終了指示を受け取ると、目視検査訓練装置１の電源
がＯＦＦになっているか否かを判定する（ステップＳ１７）。電源がＯＦＦになっていな
い場合、（ステップＳ１７；ＮＯ）、処理はステップＳ１１に戻り、ステップＳ１１～ス
テップＳ１７を繰り返す。電源がＯＦＦになった場合（ステップＳ１７；ＹＥＳ）、処理
を終了する。
【００３８】
　以上説明したように、実施の形態１の目視検査訓練によれば、目視検査の不具合検出力
を向上させる、または、加齢による不具合検出力の低下を防ぐことができる。また、目視
検査に従事するユーザの不具合検出力を鍛えることで、流出不良率が低下したり、不良検
出数が増えたりするため、電子回路基板の製造品質が安定することが期待できる。さらに
、ユーザ自身も眼の動かし方がスムーズになるため、視野が広がった様に感じ不具合が見
つけやすくなったり、視野の中で不具合が浮かび上がるように見えてきたりすることで、
眼の疲れが軽減し目視検査を長時間維持できる効果も期待できる。
【００３９】
（実施の形態２）
　実施の形態２では、実施の形態１で説明した目視検査訓練によって変化するユーザの不
具合検出力を把握してユーザを評価するため、不具合検出力試験を定期的に行う。
【００４０】
　図６は、本発明の実施の形態２に係る目視検査訓練装置の構成例を示すブロック図であ
る。実施の形態２の目視検査訓練装置１は、入力部１１、表示制御部１２、記憶部１３、
計時部１４および表示部１５に加え、集計部１６を備える。
【００４１】
　入力部１１は、不具合検出力試験の開始指示および終了指示の入力を受け付ける。この
とき、入力部１１は、ユーザを識別する情報を取得する。ユーザを識別する情報とは、例
えば、ユーザＩＤやログインＩＤなどであって、ユーザが入力部１１に入力する。あるい
は、入力部１１がＩＣカードを読み取るカードリーダから取得してもよいし、指紋認証な
どの認証装置から取得してもよい。入力部１１は、受け付けた不具合検出力試験の開始指
示を表示制御部１２に送る。
【００４２】
　表示制御部１２は、入力部１１から開始指示を受け取ると、不具合検出力試験表を記憶
部１３から読み出し、表示部１５に表示させて不具合検出力試験を開始する。不具合検出
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力試験では、ユーザは不具合検出力試験表に配列された文字の中から、あらかじめ設定さ
れた正解の文字を見つけ出し、見つけ出した文字の位置を示す情報を回答として入力部１
１に入力する。
【００４３】
　表示制御部１２は、正解の文字を見つけるよう指示するメッセージを不具合検出力試験
表と共に表示部１５に表示させる。正解の文字は、不具合検出力試験表ごとに固定しても
よいし、不具合検出力試験を行うたびに変更してもよい。
【００４４】
　入力部１１は、ユーザの回答と該ユーザを識別する情報の入力を受け付け、集計部１６
に送る。集計部１６は、入力部１１から受け取ったユーザの回答と該ユーザを識別する情
報とを対応付けて記憶部１３に記憶させる。記憶部１３は、ユーザの回答と該ユーザを識
別する情報とを対応付けた情報を記憶する。
【００４５】
　記憶部１３は、不具合検出力試験表を記憶する。不具合検出力試験表は、複数の文字ま
たは図形を不規則に配列した表である。また、記憶部１３は、不具合検出力試験表と対応
付けて、正解の文字を示す正解情報を記憶する。正解の文字を、不具合検出力試験を行う
たびに変更する場合には、正解情報をその都度更新する。
【００４６】
　計時部１４は、表示制御部１２が不具合検出力試験表を表示部１５に表示させると、経
過時間を計測するカウントを開始する。計時部１４は、カウンタ値が所定の試験時間を示
す値になると表示制御部１２に所定の試験時間の経過を通知する。
【００４７】
　表示制御部１２は、計時部１４から所定の試験時間の経過を通知されると、不具合検出
力試験表の表示を終了する。
【００４８】
　集計部１６は、表示制御部１２が不具合検出力試験表の表示を終了すると、所定の試験
時間に記憶部１３に記憶されたユーザの回答と、正解情報とを照合して正解を集計する。
集計部１６は、ユーザを識別する情報と集計した正解の数を示す情報とを対応付けて、成
績情報として記憶部１３に記憶させる。なお、計時部１４は、カウンタ値が所定の試験時
間を示す値になると集計部１６に所定の試験時間の経過を通知し、集計部１６は計時部１
４からの通知を受けて、正解を集計してもよい。
【００４９】
　図７は、実施の形態２に係る不具合検出力試験表の一例を示す図である。不具合検出力
試験表は複数の文字群が不規則に並んでいる表である。表示制御部１２は、不具合検出力
試験表の上部に、正解の文字「は」、「な」、「ま」、「る」を見つけるよう指示するメ
ッセージを表示部１５に表示させている。ユーザは「は」、「な」、「ま」、「る」を不
具合検出力試験表から見つけ出し、見つけ出した文字の位置を示す情報を回答として入力
部１１に入力する。
【００５０】
　図７の例では、不具合検出力試験表の文字はそれぞれ選択可能であり、例えば、入力部
１１および表示部１５がタッチパネルディスプレイで構成される場合は、ユーザは文字を
タッチして選択する。入力部１１がマウスやキーボードで構成される場合は、ユーザは文
字をクリックして選択する。入力部１１は、ユーザによって選択された文字の位置を示す
情報を回答として取得する。
【００５１】
　不具合検出力試験表の文字群は、検出する文字形状と類似する文字を検出する文字の近
くに配置したり、多く配置したりすることで、難易度を変化させてもよい。例えば、「は
」、「な」、「ま」、「る」を見つけ出す場合、「ぱ」、「ば」、「ほ」、「ぼ」、「ぽ
」、「よ」、「わ」、「ね」、「ろ」、「れ」を近くに配置したり、多く配置したりする
と、不具合検出力試験表の難易度が高まる。また、不具合検出力試験表の文字総数や試験
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時間を増減することにより、難易度を調整することができる。
【００５２】
　不具合検出力試験表の文字群は、目視検査訓練表と同じように、文字の大きさが８～１
２ｍｍ、文字の間隔は１０～１５ｍｍ、行間は１５～２５ｍｍとするとよい。なお、不具
合検出力試験表は、図７に示すような複数の文字群に限らず、複数の図形群であってもよ
い。
【００５３】
　図８は、実施の形態２に係る不具合検出力試験の動作の一例を示すフローチャートであ
る。不具合検出力試験は、目視検査訓練装置１の電源がＯＮになると開始する。
【００５４】
　入力部１１は、ユーザによる不具合検出力試験開始指示の入力を受け付けると（ステッ
プＳ２１；ＹＥＳ）、不具合検出力試験の開始指示を表示制御部１２に送る。入力部１１
がユーザによる不具合検出力試験開始指示の入力を受け付けていない場合（ステップＳ２
１；ＮＯ）、ステップＳ２１を繰り返す。
【００５５】
　表示制御部１２は、入力部１１から開始指示を受け取ると、不具合検出力試験表を記憶
部１３から読み出し（ステップＳ２２）、表示部１５への表示を開始する（ステップＳ２
３）。このとき、計時部１４は、経過時間を計測するカウントを開始する。
【００５６】
　入力部１１は、不具合検出力試験のユーザの回答とユーザを識別する情報の入力を受け
付けると（ステップＳ２４；ＹＥＳ）、ユーザの回答とユーザを識別する情報とを集計部
１６に送る。入力部１１が不具合検出力試験のユーザの回答とユーザを識別する情報の入
力を受け付けていない場合（ステップＳ２４；ＮＯ）、ステップＳ２４を繰り返す。集計
部１６は、入力部１１から受け取ったユーザの回答とユーザを識別する情報とを対応付け
て、記憶部１３に記憶させる（ステップＳ２５）。
【００５７】
　計時部１４は、カウンタ値がＹになると（ステップＳ２６；ＹＥＳ）、表示制御部１２
に試験時間Ｙが経過したことを通知する。計時部１４は、カウンタ値がＹになっていない
場合（ステップＳ２６；ＮＯ）、ステップＳ２４に戻り、ステップＳ２４～ステップＳ２
６を繰り返す。試験時間Ｙは、製品の不具合の発生率や不具合の種類に合わせて決定する
とよい。
【００５８】
　表示制御部１２は、計時部１４から試験時間Ｙが経過したことを通知されると、現在表
示している不具合検出力試験表の表示部１５への表示を終了する（ステップＳ２７）。集
計部１６は、記憶部１３が記憶するユーザの回答と正解情報とを照合して正解を集計し（
ステップＳ２８）、ユーザを識別する情報と正解の数を示す情報とを対応付けて、成績情
報として記憶部１３に記憶させる（ステップＳ２９）。
【００５９】
　目視検査訓練装置１の電源がＯＦＦになっていない場合、（ステップＳ３０；ＮＯ）、
処理はステップＳ２１に戻り、ステップＳ２１～ステップＳ３０を繰り返す。電源がＯＦ
Ｆになった場合（ステップＳ３０；ＹＥＳ）、処理を終了する。
【００６０】
　なお、上記の説明では、ユーザは不具合検出力試験表に配列される文字の中から、あら
かじめ設定された正解の文字を見つけ出し、見つけ出した文字の位置を示す情報を回答と
して入力部１１に入力する。しかし、これに限らず、ユーザは正解の文字を数え、その数
を示す情報を回答として、入力部１１に入力してもよい。
【００６１】
　この場合、正解情報は、不具合検出力試験表の含まれる正解の文字の数を示す情報であ
る。集計部１６は、ユーザが回答を入力部１１に入力すると、ユーザの回答と正解情報と
を照合して、ユーザの回答が合っているか否かを判定する。集計部１６は、ユーザを識別
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する情報と回答が合っているか否かを示す情報とを対応付けて、成績情報として記憶部１
３に記憶させる。あるいは、集計部１６は、ユーザの回答が合っていた場合に、計時部１
４が計測した不具合検出力試験表が表示されてからユーザが回答するまでの経過時間を示
す情報と、ユーザを識別する情報とを対応付けて、成績情報として記憶部１３に記憶させ
てもよい。成績情報は、不具合検出力試験のユーザの試験結果を示す情報である。
【００６２】
　上記の実施の形態２では、目視検査訓練装置１が不具合検出力試験を行うが、これに限
らず、目視検査訓練装置１は、別の装置が行った不具合検出力試験の結果を示す成績情報
を取得してもよい。
【００６３】
　以上説明したように、実施の形態２の不具合検出力試験によれば、目視検査訓練を実施
しながら一定期間ごとに不具合検出力試験を行うことでユーザの不具合検出力の変化を把
握することができる。このように、目視検査訓練で得た不具合検出力を一定評価した成績
情報は、ユーザを目視検査業務に従事させるかどうかの判断材料として使用できる。また
、成績情報に合わせて訓練負荷を調整することで、個々の状況により適した目視検査訓練
を実施することができる。目視検査業務の要員に必要で適切な教育訓練としてこの目視検
査訓練を取り入れた場合、目視検査訓練前後で不具合検出力試験を実施し、成績情報を記
憶することによって、定量的に教育訓練のエビデンスを残すことができる。
【００６４】
　上記の実施の形態では、記憶部１３があらかじめ文字順追い表および図形探し表といっ
た目視検査訓練表を記憶する。本発明はこれに限らず、目視検査訓練装置１が、ユーザの
不具合検出力のレベルや、製品の不具合の発生率や不具合の種類に合わせて目視検査訓練
表を作成する調整部を備える構成にしてもよい。調整部は、文字順追い表の文字総数や図
形探し表の図形総数を増減して訓練負荷を調整する。また、調整部は、訓練時間Ｘを調整
して、訓練負荷を調整する。
【００６５】
　調整部がユーザの不具合検出力のレベルに合わせて訓練負荷を調整する場合、例えば、
実施の形態２の不具合検出力試験の成績情報に合わせて訓練負荷を調整する。目視検査訓
練装置１の記憶部１３は、成績情報と訓練負荷（文字総数、図形総数および／または訓練
時間）を示す情報とを対応付けたレベル別訓練負荷情報を記憶し、調整部は、訓練対象の
ユーザの成績情報とレベル別訓練負荷情報とを照合して訓練負荷を決定する。あるいは、
目視検査訓練装置１の記憶部１３は、成績情報から訓練負荷を算出する論理式を記憶し、
調整部は、訓練対象のユーザの成績情報と論理式を用いて訓練負荷を決定する。
【００６６】
　調整部が製品の不具合の発生率や不具合の種類に合わせて訓練負荷を調整する場合、例
えば、目視検査訓練の管理者またはユーザが入力部１１に製品の不具合の発生率や不具合
の種類に合わせた訓練負荷（文字総数、図形総数および／または訓練時間）を示す訓練負
荷情報を入力し、調整部は入力された訓練負荷情報にしたがって訓練負荷を決定する。
【００６７】
　また、上記の実施の形態では、目視検査訓練を行う際、ユーザが目で追った数字の順番
が正解であるか否かの判定や、数えた所定の図形の数が正解であるか否かの判定はしない
。これに限らず、目視検査訓練の場合でも、正解であるか否かを判定する構成にしてもよ
い。例えば、不具合検出力試験の場合と同様に、目視検査訓練表の文字または図形はそれ
ぞれ選択可能とし、ユーザは、文字順追い表では文字を順番に選択し、図形探し表では所
定の図形を探して選択する。表示制御部１２は、選択された文字または図形が正解である
か不正解であるかを判定し、例えば、選択時に○や×を表示部１５に表示させて、選択し
た文字または図形が正解であるか否かをユーザに報知するとよい。また、図形探し表では
、正解の図形の数を入力部１１に入力する構成にしてもよい。
【００６８】
　目視検査訓練表は、文字順追い表および図形探し表の両方でもよいし、どちらか一方で
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もよい。また、目視検査訓練装置１は、目視検査訓練表をプリント出力してもよい。この
場合、表示制御部１２は、計時部１４が計測する経過時間に基づいて、表示部１５に制限
時間を表示させる。ユーザは、プリント出力された目視検査訓練表を見て、表示部１５に
表示された制限時間内に目視検査訓練を行う。この場合も、目視検査訓練表の文字または
図形の大きさは８～１２ｍｍ、文字または図形の大きさの間隔は１０～１５ｍｍ、行間は
１５～２５ｍｍであることが好ましい。
【００６９】
　図９は、本発明の実施の形態に係る目視検査訓練装置のハードウェア構成の一例を示す
ブロック図である。
【００７０】
　制御部３１はＣＰＵ（Central Processing Unit）等から構成され、外部記憶部３３に
記憶されている制御プログラム３９に従って、目視検査訓練装置１の表示制御部１２、計
時部１４および集計部１６の各処理を実行する。
【００７１】
　主記憶部３２はＲＡＭ（Random-Access Memory）等から構成され、外部記憶部３３に記
憶されている制御プログラム３９をロードし、制御部３１の作業領域として用いられる。
【００７２】
　外部記憶部３３は、フラッシュメモリ、ハードディスク、ＤＶＤ－ＲＡＭ（Digital Ve
rsatile Disc Random-Access Memory）、ＤＶＤ－ＲＷ（Digital Versatile Disc ReWrit
able）等の不揮発性メモリから構成され、目視検査訓練装置１の処理を制御部３１に行わ
せるためのプログラムをあらかじめ記憶し、また、制御部３１の指示に従って、このプロ
グラムが記憶するデータを制御部３１に供給し、制御部３１から供給されたデータを記憶
する。記憶部１３は、外部記憶部３３に構成される。
【００７３】
　操作部３４はキーボードおよびマウスなどのポインティングデバイス等と、キーボード
およびポインティングデバイス等を内部バス３０に接続するインタフェース装置から構成
されている。ユーザ、設計者、梱包作業者などが目視検査訓練装置１に情報を入力すると
、操作部３４を介して、入力された情報が制御部３１に供給される。操作部３４は、入力
部１１として機能する。
【００７４】
　表示部３５は、ＣＲＴ（Cathode Ray Tube）またはＬＣＤ（Liquid Crystal Display）
などから構成され、梱包計画情報を表示する。また、ユーザ、設計者、梱包作業者などが
目視検査訓練装置１に情報を入力する際は、操作画面を表示する。表示部３５は、表示部
１５として機能する。
【００７５】
　図１および図６に示す目視検査訓練装置１の入力部１１、表示制御部１２、記憶部１３
、計時部１４、表示部１５および集計部１６の処理は、制御プログラム３９が、制御部３
１、主記憶部３２、外部記憶部３３、操作部３４および表示部３５などを資源として用い
て処理することによって実行する。
【００７６】
　その他、前記のハードウェア構成やフローチャートは一例であり、任意に変更および修
正が可能である。
【００７７】
　制御部３１、主記憶部３２、外部記憶部３３、操作部３４、表示部３５、内部バス３０
などから構成される目視検査訓練装置１の処理を行う中心となる部分は、専用のシステム
によらず、通常のコンピュータシステムを用いて実現可能である。例えば、前記の動作を
実行するためのコンピュータプログラムを、コンピュータが読み取り可能な記録媒体（フ
レキシブルディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、ＤＶＤ－ＲＯＭ等）に格納して配布し、当該コンピ
ュータプログラムをコンピュータにインストールすることにより、前記の処理を実行する
目視検査訓練装置１を構成してもよい。また、インターネット等の通信ネットワーク上の
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サーバ装置が有する記憶装置に当該コンピュータプログラムを格納しておき、通常のコン
ピュータシステムがダウンロード等することで目視検査訓練装置１を構成してもよい。
【００７８】
　また、目視検査訓練装置１の機能を、ＯＳ（オペレーティングシステム）とアプリケー
ションプログラムの分担、またはＯＳとアプリケーションプログラムとの協働により実現
する場合などには、アプリケーションプログラム部分のみを記録媒体や記憶装置に格納し
てもよい。
【００７９】
　また、搬送波にコンピュータプログラムを重畳し、通信ネットワークを介して配信する
ことも可能である。例えば、通信ネットワーク上の掲示板（BBS, Bulletin Board System
）に前記コンピュータプログラムを掲示し、ネットワークを介して前記コンピュータプロ
グラムを配信してもよい。そして、このコンピュータプログラムを起動し、ＯＳの制御下
で、他のアプリケーションプログラムと同様に実行することにより、前記の処理を実行で
きるように構成してもよい。
【符号の説明】
【００８０】
１　目視検査訓練装置、１１　入力部、１２　表示制御部、１３　記憶部、１４　計時部
、１５　表示部、１６　集計部、３０　内部バス、３１　制御部、３２　主記憶部、３３
　外部記憶部、３４　操作部、３５　表示部、３９　制御プログラム。

【図１】 【図２】

【図３】
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【図６】 【図７】
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